



































































































































	[6] 林産物
	E. 需要予測
	Ⅰ. 既存の予測モデル
	2. FAO予測の概要
	2.2 FAO予測の手法
	2.3 FAO予測の内容
	2.3.1 世界全体の予測値
	2.3.2 地域ブロック別の予測値
	2.3.3 丸太の予測値



	Ⅱ. 本調査の予測
	1. 本予測の性格
	2. 本予測の推計方法と評価
	3. 本予測の結果
	3.1 結果の概要
	3.2 品目別の予測結果
	3.2.1 パーティクル・ボード
	3.2.2 合板
	3.2.3 広葉樹製材品
	3.2.4 製材・ベニヤ用針葉樹丸太
	3.2.5 製材・ベニヤ用広葉樹丸太
	3.2.6 バルプ材・パーティクル




	F. 薪炭材
	Ⅰ. 薪炭材の消費動向
	Ⅱ. 木炭の貿易事情
	Ⅲ. 木炭と木質エネルギーの研究開発の現状
	Ⅳ. 木炭の産業的利用
	1. フィリピンの例
	2. マレーシアの例

	Ⅴ. 薪炭材の需要予測

	G. 要約と結論
	Ⅰ. 木材需要の推移と展望
	Ⅱ. 森林資源の現状と展望
	Ⅲ. 木材の生産・供給の推移と展望
	Ⅳ. 造林および林産物生産についての考察
	Ⅴ. 木材市場の状況
	1. 広葉樹丸太
	2. 広葉樹製材品
	3. 合板

	Ⅵ. 海上輸送の問題点
	Ⅶ. 木材価格の事情
	Ⅷ. 生産政策の要約
	Ⅸ. 森林開発政策の要約
	Ⅹ. 林産工業政策の要約
	XI. 薪炭材についての提言
	XII. カラジャス地域の林業発展のあり方



